




































授 業 期 間 2017 年度　通年 授  業  対  象 指定なし　火１
科 目 名 教養演習Ａ（生態系・人の活動から地球環境問題を考える）
科 目 責 任 者 渡辺　克己／山本　明利 単　位　数 ２単位
担 当 者 渡辺　克己／山本　明利
教 育 目 標 環境問題に関する調査・研究や発表・討議を通し、科学的思考力・問題解決力・プレゼンテーション能力等を育成する。また、環境に関わる諸課題に適切に対応できるように、広い視野と環境教育の実践的指導力を身につける。






教 育 方 法 【教育方法】調査と研究に関する発表と討議を中心に、机をコの字形に配列して授業を行い、毎回ミニレポートを提出する。また、身近な環境問題研究レポートや、自然とのふれあい体験レポートを作成する。




回 担当者 項目 授業内容
1 渡辺／山本 ガイダンス、講義 授業内容の全体計画と留意事項
2 〃 講義 前期の発表・討議の方法、レポート・意見文の書き方
我が国における環境問題の歴史と今日的課題等
3 〃 講義・実習 自然観察学習実施上の留意事項
キャンパス内の自然観察１（春）
4 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　１ 地球破壊の構図
5 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　２ 地球の森が消える
6 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　３ 干上がる地球
7 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　４ 水浸しの地球
8 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　５ 辺境に迫る危機
9 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　６ 追われる生き物たち
10 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　７ 壊滅する熱帯の海
11 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　８ 極地圏の異変
12 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議　９ 環境破壊と国家崩壊
13 〃 「地球環境報告Ⅱ」に基づく発表、討議 10 将来の選択
14 〃 講義・実習　　　 自然とのふれあい体験実習１「都市近郊の自然－秦野市－」
適切な時期の日曜日に実施
15 〃 講義・後期研究テーマの決定 後期研究テーマの決定と研究計画書の作成　　　　　
16 〃 講義・実習 自然とのふれあい体験実習２　「照葉樹林の自然と文化－江ノ島－」
適切な時期の日曜日に実施　　　　　
17 〃 講義・実習 自然とのふれあい体験実習３　「里山の自然と人の営み－横浜市－」　　　　　　
適切な時期の日曜日に実施
18 〃 講義・実習 キャンパス内の自然観察２（秋）　　　　　
適切な時期に実施
19 〃 発表・討議・講義　　　　 調査・研究についての中間報告
地球環境問題（前期のまとめ）、生態系の構造と機能
20 〃 発表・討議・講義　１ 調査・研究結果の報告、討議、講評　　　　　
21 〃 発表・討議・講義　２ 調査・研究結果の報告、討議、講評
22 〃 発表・討議・講義　３ 調査・研究結果の報告、討議、講評
23 〃 発表・討議・講義　４ 調査・研究結果の報告、討議、講評
24 〃 発表・討議・講義　５ 調査・研究結果の報告、討議、講評
25 〃 発表・討議・講義　６ 調査・研究結果の報告、討議、講評
26 〃 発表・討議・講義　７ 調査・研究結果の報告、討議、講評
27 〃 発表・討議・講義　８ 調査・研究結果の報告、討議、講評
28 〃 発表・討議・講義　９ 調査・研究結果の報告、討議、講評
29 〃 発表・討議・講義　10 調査・研究結果の報告、討議、講評
30 〃 講義・発表 個人研究発表集録による総括、弥生時代の食事体験
到 達 目 標 広い視野から環境問題を捉え、論理的に意見を述べることができる等、環境教育の指導者としての資質を身につけ、自らも環境に配慮した生活を実践することができる。
成 績 評 価 の




学 生 へ の
メ ッ セ ー ジ
発表・討議・自然とのふれあい体験などに積極的に参加するようにしたい。
校外授業の交通費・入園料は自己負担となる。
教科書・参考書 書　名 著　者　名 出  版  社  名 定  価（円）
教科書 地球環境報告Ⅱ 石　弘之 岩波書店 ¥760
参考書 地球環境「危機」報告 石　弘之 有斐閣 ¥2,100







































































































































































グを進めてきた。”Think gobally, act locally.”という地球サミットのスローガンに従い、
全地球的な視座に立ってまずは調べ、考え、一方ごく身近な自然にも目を向けて、自ら行
─　　─134
身近な問題から地球環境を考える　教養演習におけるアクティブラーニングの試み
動を起こしてほしいとの願いが本講座の背景にはあった。この小論を結ぶに当たり、昨年
度のレポート集
4
の巻頭言に掲げた学生への呼びかけ文をここに再掲して筆を置くことと
する。
　「環境問題の解決のためには人類の一人ひとりがグローバルな視点を持つことが必要で
ある。あなたがまずその「一人」になろう。そして大切なことは、思うだけでなく、発信
し行動することだ。かつて、たった一人の文筆が世界を動かした例として、環境問題を告
発したレイチェル・カーソンの小説『沈黙の春』
5
を挙げることができる。この作品はベ
ストセラーとなって世界的な環境運動の引き金となり、アースデーや国連人間環境会議設
置への流れを作った。あなたの作品や行動が地球と人類を救うかもしれない。」
参考文献
1　石弘之（1998）「地球環境報告Ⅱ」岩波新書592・岩波書店
2　石弘之（2008）「地球環境「危機」報告」有斐閣
3　環境省（2016）「平成28年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書」
4　北里大学（2017）「平成28年度教養演習Aレポート集・身近な問題から地球環境を考える」
5　レイチェル・カーソン（1974）「沈黙の春」新潮文庫 カ-4-1・新潮社
